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STOP！ 不祥事
後志のプライドを取り戻そう ― 後志管内教職員の不祥事防止に向けた取組

1 飲酒運転の根絶

◎ 飲む場所へは車で行かない・行かせない。

◎ 研修と仲間どうしの声かけを徹底する。

◎ 飲酒運転は重大な犯罪行為と認識する。

2 交通違反・事故の根絶

◎ 常に制限速度と走行速度を把握する。

◎ 安全確認を徹底した慎重な運転を。

◎ 地域の交通安全運動に積極的に参加する。

3 体罰の根絶

◎ 感情のコントロールと対話力の向上。

◎ 相談体制を確立し、研修で身につける。

◎ 気持ちはホットでも、頭はクールに。

4 わいせつ・ハラスメントの根絶

◎ 児童・生徒と「一定の距離」を維持。

◎ 危機意識のもと、基本対策を徹底する。

◎ 管理職も含め、危機意識を共有する。

5 金銭事故の根絶

◎ 不正が「できない・必ず露見する」体制。

◎ 相互牽制と原本照合を確実に機能させる。

◎ 現金を手元に置かず、口座に預託する。

6 個人情報の紛失・流出の根絶

◎ 守秘義務があることを全員が理解する。

◎ 校内ルールを点検・見直し、徹底する。

◎ 持ち出しは原則禁止、暗号化を徹底する。

不祥事防止に向けた取組

・ 管内の重点目標をもとに重点取組を設定し、実行する。

・ コンプライアンス確立に向けた研修を計画的に実施する。

・ 研修の機会を通じて、注意喚起と情報提供を行う。
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飲酒運転を絶対にしない・させない
2 飲酒運転

起こりやすいリスク・見落としポイント

飲酒後は「大丈夫」「少しなら運転できる」という判断そのものが誤りやすい。

翌朝でもアルコールが残り、二日酔いの自覚が弱いまま運転してしまうことがある。

飲酒運転は事故ではなく犯罪行為であり、学校への信頼を大きく失わせる。

飲酒後の判断を信じない。飲む前に、帰り方と翌朝の運転を決めてお
く。

まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

飲酒する場所へ車で行かないことを徹底している。

やむを得ず車を置く場合、代行・迎え・宿泊などを飲む前に決めている。

翌朝に運転予定がある日は、飲酒量や時間を慎重に判断している。

同僚や家族に、飲酒後の運転を止めてもらえる関係がある。

飲み過ぎや習慣化が気になるとき、早めに相談できる。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 飲む日は車で行かない。行かせない。

2 帰り方は飲む前に決め、途中で変更しない。

3 翌朝の運転も含めて、アルコールが残る可能性を見込む。

研修で話し合う問い

飲酒の場に向かう前に、互いに確認できる一言は何か。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。
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制限速度を守り、慎重な運転を
3 交通違反・

事故

起こりやすいリスク・見落としポイント

速度超過や一時停止の不徹底は、重大事故につながりやすい。

通勤路や出張先など、慣れた道ほど確認が雑になりやすい。

急ぎ・疲れ・悪天候は判断を狭め、事故の危険を高める。

慣れた道ほど確認を省かない。
自分も加害者になり得る意識で運転する。

まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

常に制限速度と走行速度を確認している。

交差点、横断歩道、学校周辺で減速と安全確認を徹底している。

遅れそうなときほど、無理な運転をしないと決めている。

天候や路面状況に合わせ、早めに出発している。

事故を起こした場合の報告手順を理解している。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 出発前に時間の余裕をつくる。

2 速度標識とメーターを意識して確認する。

3 事故・違反時は速やかに報告し、組織で対応する。

研修で話し合う問い

自分の運転で、慣れによって省きがちな確認は何か。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。
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体罰はしない、させない、必要ない
4 体罰

起こりやすいリスク・見落としポイント

感情的な叱責や身体への接触は、体罰・不適切指導につながる。

一人で抱え込むほど、冷静な判断や言葉選びが難しくなる。

体罰は児童生徒の心身を傷つけ、教育への信頼を損なう。

指導は力ではなく、関係づくりとチーム対応で支える。
まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

感情が高ぶったとき、いったん場を離れる選択肢を持っている。

難しい指導を一人で抱えず、同僚や管理職に相談している。

児童生徒の状況や背景をチームで共有している。

保護者や児童生徒が相談しやすい窓口を周知している。

アンガーマネジメント等を知識で終わらせず、日常の指導に生かしている。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 強い言葉や身体的接触の前に、距離を取る。

2 指導に迷う児童生徒は、早めにチームで対応する。

3 望ましい声かけや代替行動を職場で共有する。

研修で話し合う問い

感情が高ぶったとき、自分を止める具体的な行動は何か。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。
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児童生徒との適切な距離を守る
5 わいせつ・

セクハラ

起こりやすいリスク・見落としポイント

私的な連絡、密室での一対一、自家用車での送迎は、重大なリスクになる。

冗談や悪ふざけでも、相手に恐怖感や不快感を与えることがある。

相談対応が個人化すると、関係の境界が曖昧になりやすい。

親しさを理由に境界を越えない。
相談対応も、複数・記録・透明性を基本にする。

まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

児童生徒と私的な電話、メール、SNS、LINE等でやり取りしていない。

密室や車内など、外から見えにくい場所で一対一対応をしていない。

身体接触や性的な冗談を、親しさの表現として扱っていない。

相談対応は、学校のルールに従い記録・共有している。

気になる言動を見聞きしたとき、早めに相談・報告している。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 私的連絡をしない。必要な連絡は学校の正式な手段で行う。

2 一対一対応は場所・時間・記録を明確にする。

3 違和感を覚えた段階で、管理職や相談窓口につなぐ。

研修で話し合う問い

児童生徒との距離を守るため、自校で再確認すべきルールは何か。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。
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パワハラのない風通しのよい職場へ
6 パワハラ

起こりやすいリスク・見落としポイント

指導する側に自覚がなくても、威圧的な言動や執拗な叱責はパワハラになり得る。

役職や経験差がある関係では、相手が声を上げにくい。

感情的な言葉は職場の安心感を下げ、相談や報告を遅らせる。

指導の目的は相手を追い詰めることではなく、改善を支えること。
まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

失敗に対し、人格否定や侮辱ではなく、具体的な改善点を伝えている。

相手の意見が違っても、威圧的な態度を取っていない。

実現不可能な業務や私的な用件を強要していない。

管理職は、職員の状況や人間関係を日頃から把握している。

困りごとを早めに相談できる雰囲気をつくっている。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 指導は事実、影響、次の行動に分けて伝える。

2 感情的になったら、その場で結論を急がない。

3 相談しやすい関係づくりを管理職が率先する。

研修で話し合う問い

指導が威圧に変わらないため、職場で共有したい言い換えは何か。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。
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金銭事故防止は、仕組みで守る
7 金銭事故

起こりやすいリスク・見落としポイント

私費会計や現金管理を一人に任せると、誤りや不正を見逃しやすい。

通帳、印鑑、支出書類の管理が曖昧だと、確認が形だけになる。

管理職が実態を把握していない会計は、事故の温床になり得る。

一人任せにしない。
記録と原本照合で、不正ができない・必ず分かる状態をつくる。

まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

学校内にある私費会計の数と担当者を把握している。

会計処理を複数の目で確認する仕組みがある。

通帳原本と支出関係書類等を定期的に照合している。

通帳と印鑑の保管を分け、管理者を明確にしている。

決算・部内検査の時期と方法を決めている。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 会計一覧、担当者、確認者を見える化する。

2 支出の都度、原本で照合する。

3 決算・部内検査を年間予定に組み込む。

研修で話し合う問い

自校の会計で、一人任せになっている作業はないか。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。
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個人情報を確実に守る
8 個人情報

起こりやすいリスク・見落としポイント

学校で扱う情報の多くは、児童生徒や家庭に関わる重要な個人情報である。

共有フォルダ、メール、私用端末、紙文書の持ち出しは流出のきっかけになりやすい。

慣れた作業ほど、宛先確認や保存場所の確認が抜けやすい。

持ち出さない、誤送信しない、見える場所に置かない。
校内ルールを行動にする。

まず
確認

✓ 今すぐチェックしよう！

個人情報は原則として持ち出さず、必要時は管理職の許可と記録を徹底している。

共有フォルダの保存先や閲覧権限を確認している。

メール送信前に宛先、添付ファイル、内容を複数で確認している。

紙文書やUSB等を机上や教室に置いたままにしていない。

電子ファイルの暗号化やパスワード設定など、必要な対策を行っている。

一つでも不安があれば、職場で共有し、早めに改善しましょう。

今日からの3行動

1 持ち出しは例外。必要時は許可、記録、返却確認を行う。

2 送信前・保存前に宛先と場所を指差し確認する。

3 クリアデスクと施錠保管を日常化する。

研修で話し合う問い

個人情報の扱いで、自校が最も見直すべき場面はどこか。

※各学校の実情に応じて、校内ルール・相談体制と合わせて確認してください。


